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22 -1st- 2
18 -2nd- 16
21 -3rd- 15
10 -4th- 19

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 8 0 3 2 1 4 * 17 1 6 2
* 1 0 0 1 2 5 * 3 0 1 1

0 0 0 0 0 6 * 16 0 8 0
3 1 0 0 3 7 * 16 5 0 1

* 13 3 2 0 3 8 0 0 0 0
- - - - - 9 0 0 0 0

* 30 0 14 2 0 10 - - - -
4 0 2 0 0 11 - - - -
0 0 0 0 1 12 * 0 0 0 0
- - - - - 13 - - - -
- - - - - 14 - - - -
2 0 1 0 0 15 - - - -
- - - - - 16 - - - -
- - - - - 17 - - - -

* 10 0 5 0 0 18 - - - -
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S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール

埼玉県中学校体育連盟

3ポイントシュート 2ポイントシュート

12
FT:

合計合計
スターター

 
 

  
 

コーチ 小山 正男
 

 加倉井 剛

主審：

副審：

 

手塚　清孝  

林原　潤　 加藤 祭

大会名称：

開催場所：

試合区分：

第４９回関東中学校バスケットボール大会
令和元年度

深谷ビッグタートル　FCコート

男子 ２回戦 橋本 大介  立花 正司 コミッショナー：

 小野 司
 川俣 雄大

 

 阪井 翔

 井上 樹莉

 池田 悠乃

 

15

 北澤 爽
 竹内 龍ノ介

 坂本 青葉

 

3 磯﨑 匠
 下山 瑛司

選手名

4

コーチ

 

 金子 新
 中村 日那汰
 阿部 晴太

終了時間：

 小関 哉太

15:10

 原 湧光斗

選手名
 大柳 亮太
 髙橋 昂汰

NO.

(東京)

東海菅生 ○

71

 田中 親吾

那珂四●

52
(茨城)

 齊藤 諒

F
3

期　　　日： 2019年8月7日 (水)

開始時間： 13:30

11

　関東大会２日目、東京都代表東海菅生と茨城県代表那珂四の一戦。第１Ｐ、両者ハーフコートＤ
ｅｆでスタート。東海菅生は、＃４大柳のミドルシュートで先制すると、＃８日笠の３Ｐシュート、＃１８
竹内のシュートで得点を重ねる。那珂四は、＃４下山が果敢にドライブに行くがジャンプシュートが
決まらず得点に結びつけることができない。東海菅生がＤｅｆリバウンドを制し、２２－２で第１Ｐ終
了。
　第２Ｐ、東海菅生は、＃８日笠と＃１０川俣の連続得点で、どこからでも得点できる分厚い攻めと、
＃１０川俣の積極的なリバウンドで流れを掴んでいく。那珂四は、＃７藤の連続３Ｐシュートとスピー
ド感あるドライブで得点を重ねていくが、４０－１８で前半終了。
　第３Ｐ、東海菅生は、＃１０川俣の３連続得点で一気にリードを広げていく。高さで勝る東海菅生
はゴール下を支配して、優位に試合を進める。那珂四は、オールコートマンツーマンＤｅｆで、相手の
ミスを誘い試合の流れを変えようと粘り強いＤｅｆをする。＃６齋藤が２Ｐシュートを決める。６１－３３
で第３Ｐ終了。
　第４Ｐ、那珂四の＃７藤が２本連続３Ｐを決める。オールコートマンツーマンＤｅｆで自分たちの攻め
る回数を増やしていく。＃６齋藤の気迫のあるルーズボールも見応えがあった。東海菅生は、交替
した選手も得点を決め、点数を伸ばした。７１対５２で東海菅生が勝利し、準々決勝に駒を進めた。
敗れはしたが、那珂四の＃４下山は一試合通してゴールに果敢に攻める姿勢が素晴らしかった。
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 北浦 義就

 日笠  知哉

 

 齋藤 楓

 松本和樹

 小林 玲央
 田家 夕椰
 鈴木 琉世
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0 橋本 瑛磨
 沼田 俊哉
 梶原 大誠


